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遠軽ロータリークラブ

◇本日のゲスト／ビジター
米山記念奨学生 ニエウヴァジニ・ヤグナ様⑧
北見東ロータリークラブ 和田 修一 君⑤

会長報告 渡辺 政俊 副会長①
本日は会長に代わり挨拶をさせて頂きます。
島田会長におかれましてはお母様がお亡くなりにな

ったとのことで、今日通夜が旭川市にて行われるため
欠席されており、心よりご冥福をお祈りするととも
に、謹んでお悔やみもうしあげます。

さてコロナ感染者数も全国では千名を超えて、特に
都市部での感染が急速に進んでおり、患者のいなかっ
た岩手県でも2名の患者が出るなどまだまだ予断を許
さない状況ではあります。

北海道は一桁代の人数が続いており、一時期は人口
あたりの患者数が多分全国一であっただであろう遠軽
町も最近は患者が出ていませんが、これからお盆等の
帰省者が増える時期でもありますのでまだまだ注意が
必要です。ちなみに我が家では息子、娘家族には今年
は帰ってくるなと伝えている所で、お盆休みには3密
をさけて釣り三昧の予定です。

本日の例会は国際奉仕委員会の担当で北見東ロータ
リクラブの和田さんと共に留学生でポーランドから来
ていますニエウヴァジニ・ヤグナさんによります講話
を頂く事になりました。お二人にはどうぞよろしくお
願いします。

幹事報告 高井 一博 幹事②
1．島田会長のご母堂様葬儀の対応について

クラブより慶弔見舞金規程に則り専決として香典、
生花、弔電を贈る準備をしました。
渡辺副会長以下4名が本日の通夜参列（旭川）。

2．ロータリーの友事務所より、インターネットによ
るアンケート依頼；8月31日締切。
結果は｢友｣誌11月号以降に紹介予定。

3．本日例会終了後、理事会を開催。

就任挨拶
2020～2021 国際ロータリー第2500地区

第４分区ガバナー補佐 藤田 礼三 君③
１．前年度渡辺会長、本間幹事の配慮で昨年10月理事

会にて容認され富良野ガバナー事務所に報告され活
動が始まりました。

２．昨年11月、第１回ガバナー補佐会議では補佐の任
務、今後の活動スケジュール確認がされました。

３．本年2月1日、第2回補佐会議は吹雪のためJR不通
になり欠席。後日資料が届きました。

★開 会 点 鐘：渡辺 政俊 副会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ：それでこそロータリー
★四つのテスト：－

第２９６８回 例 会 記 録
日時：2020年 7月30日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン 2F
司会：乾 淳 ＳＡＡ⑦

2020～2021
Weekly Report№４

４．その後コロナウイルスの感染拡大でPETS、地区
協議会、補佐会議中止となりZOOM、資料で対応。

５．6月28日、紋別で第4分区の会長幹事会議を開催、
ガバナー公式訪問の最終調整、ガバナー事務所、7
クラブにfaxしました。遠軽ロータリークラブは9月
10日12時例会です。

６．今後、明年5月、IM(都市会議)のホストクラブな
のでご協力をお願い致します。

7．今後8月17日から公式訪問に随行。雄武、滝上に宿
泊。次期ガバナー補佐は滝上RCから輩出です。

本日のプログラム ゲスト卓話
国際奉仕委員会 委員長 遠藤 利秀 君④

本日は、今年のロータリー米山記念奨学会の奨学
生、ポーランド出身のニエウヴァジニ･ヤグナ･スタニ
スワヴアさんと、世話クラブ＝北見東RCのカウンセ
ラーであります和田修一様⑤にお越しいただきました。

ヤグナさんには、母国のポーランドについて、日本
に興味を持ったきっかけ、現在学ばれていることなど
についてお話をしていただきます。

【名前等後の○数字は写真の番号】

THE ROTARY CLUB OF ENGARU, AREA 4,RID2500

2020年 8月20日(木) 18:00～
夜 間 例 会

2020年 8月 6日(木) 07:00～
早 朝 例 会
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7月16日 44 41 31 75.6%
7月30日 44 41 30 73.2%

須藤順一
出席委員長⑥
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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日本とポｰランド、そして私の研究

姓・名 ニエウヴァジニ・ヤグナ
出身国 ポーランド共和国
留学先 北見工業大学 工学部生産基盤工学部

博士後期課程
専門分野 機械倫理・ロボット倫理学
特 技 柔道

日本とポーランドとの関係は『非常に友好』的
で、ポーランドの人たちが日本の事をとても好ん
でくれている。
①日露戦争の捕虜の取り扱い

日本との国交は1919年に正式に始まったが、ポ
ーランド人との接触はそれ以前からあった。
日口戦争の時にポーランド人はロシア軍に編入さ
れていて、日本軍と戦った。その結果、4,600人の
ポーランド人が日本軍の捕虜となり愛媛県松山市
で捕虜生活を送った。この時に、ポーランド将校
の一人が代表して日本政府に対して、待遇改善を
もとめた。日本政府は要求を受け入れ好待遇でポ
ーランド兵を収容した。待遇改善を要求したポー
ランド将校はのちに独立したポーランド共和国の
初代首相となったビウスツキ将軍であった。

自分たちポーランド人を支配していた帝政ロシ
アを打ち破り、捕虜となったポーランド兵を好待
遇で扱った日本のことが現代の21世紀のポーラン
ドでも語り継がれているそうである。
②ポーランドシベリア孤児への支援

1920年代はロシア革命の混乱期でポーランドで
も資産家の家族がソビエトロシアによってシベリ
アに強制移住させられるケースが相次いだ。極寒
で食料も十分でないシベリアに送られた人たちは
子供たちを残して死んでゆく人が多く、また残さ
れた子供たちもいずれ死んでゆく運命にあった。

ポーランドの人たちはシベリアに残された孤児た
ちを何とか救い出したいと各国政府に働きかけた
が、どの国も前向きな返事をしなかった。その中
で日本政府が手を挙げた。シベリアに残されたポ
ーランド人の孤児たちを日本で受け入れる用意が
あると表明したのだ。ポーランド人孤児７６５人
は日本政府の支援によって無事日本に到着して体
力を十分に回復させてからポーランドに送り返さ
れた。

この事もポーランドでは記録として残されてお
り語り継がれている。
③命のビザ

ポーランドは13世紀にはほぼ半世紀にわたって
モンゴルの執拗な侵略を受け、ポーランド南部は
モンゴル軍の大虐殺で人口がほぼいなくなり、ユ
ダヤ人やドイツ人を移民として受け入れた。その
子孫たちがナチスドイツのユダヤ人狩りにあった
のだ。ユダヤ系ポーランド人たちはポーランドを
脱出するためにリトアニアにいる杉浦千畝領事代
理にビザの発給を求めに行った。杉浦領事代理は
大量にビザを発行したが、ナチスドイツと足並み
をそろえよとのことで、日本外務省からビザの発
給停止の命令が出てしまった。杉浦領事代理はそ
れでもビザを発給し続け、日本に召喚されて帰国
の汽車が出発する間際まで窓に群がる人たちにビ
ザを書き続けたとい言われている。

ユダヤ人の国イスラエルも杉浦さんを称えてい
るが、実はポーランドでもこの功績は感謝されて
称え続けられている。
④その他の理由

イ、日本を学ぶ熱意がすごい
ロ、日本アニメを見て育った
ハ、日本の関連施設が多い
ニ、ポーランドを支援する日本

＊現在の研究分野は機械倫理で、
・日本人の倫理に影響しているのは何？
・全人類が共有している倫理概念はあるか？
・将来、人工知能の持つ機械が完成すれば、ど
ういうような倫理的な概念を持たせるべき？

＊この状況(新型コロナウイルス感染症)が落ち着い
たら、ぜひともポーランドへいらして下さい。

■お詫びと訂正■会報第2･3号の出席報告･7月9日
出席率[75.6％]→[80.5％]


